
 

 

 

○  校務を遂行する上で，確実に共通理解を必要とする事柄は悉皆での研修を行い，学

習指導等に関する事柄は任意での参加とした。  

 

 

 

 

○   全体のファシリテーターは教務主任が担当している。  

○   教職員と本校の実態，社会的なニーズを共有することを促進し，教職員が持つ機能

や知識を結び付けられるようにする。  

○   15 分を１モジュールで設定し，限られた時間の中で学び合いの時間を設定する工

夫をした。  

○   ホワイトボードと OneNote を活用して  

周知した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○   全教職員が最低一回は，講座を担当することにしたことで，自分が持つ職能を体系

化して同僚に伝える必要性を意識できるようにした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本校の OJT 
 

学び合いの意識化 

 

ファシリテーターの働きかけ  

ホワイトボードと OneNote による周知  

教職員が提出する講座担当希望用紙  


